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永上 忍 (東大教養 )
藤田 重次 (ニューヨーク市立大学 )
塚原 周信 (立大 理 )
山本 良一 (東大 工 )
谷村 修 【日大 理工 )
石川 健三 t東北大理 )
島田 徳三 し東大 理 )
A.Sundarum t東工大理 )













B.IJee tニューヨーク州立大学 ) 7.22-8.21
























































‰ 明〕今年度は学坂の流動研究員の予算を別枠で共同利用研全体 として 15｡万円使
えることになった｡プラズマ研,高エネルギー研も使いたいというごとだった
が,予定 していた人が来られなくなった り,滞在期間が短かすぎたりで, うま
くいかなかった.又.基研で予定していたMyazzanti氏は,ご大人の都合で滞
在期間が咽られ,この予算を使わないことになったりで現在かなり余裕がある｡




























湯川 Iwanenko氏 LMescow大, generalralatirity,gravitatinn)を国際科学
史会議に組織委員会から招待 しているo これまでにも来日の話はあったが実現
していない｡基研からも招待状があると助かると広重氏から言 ってきている(

















科学アカデミー キ -ー 学術会議
と話がだんだん変ってきた.























なり,核研理論専門委の原子核関係が中山になり ｢衆知を集める小委 員 会 ｣ を
作って活動してきた.原子核シンポジウム(来春学会 )拡 大 世 話 人 会 の 機 会 に 原
子核理論懇談会等で議論し.グループとしての見 解 を ま と め た .
次のような点が原子核理論懇談会 (10_月 1 3 日 ) の 見 解 と し て 出 さ れ る 予 定 ｡
1.本来学術の国際交流は文部省予 算 に よ る 全 額 国 庫 負 担 で あ る べ き で あ る ｡
2.国際交流はその分野の研 究 者 の 一 致 し た 意 見 で 行 う べ き こ と , 共 同 利 桶 研
の恒常的な研究活動の 一 環 と し て 小 規 模 な 国 際 研 究 集 会 を 開 催 で き る よ う に
すること∩
3.国際交流の窓 口が学振だ け に し ぼ ら れ た の は 遺 憾 ｡
4.学振の小規模国際研究集会補 助 金 の 公 募 通 知 を 学 術 月 報 の み に 掲 載 す る の
では不充分｡
5.学坂 の審査には学術会議の意見を尊重 す る こ と , 又 審 査 委 員 , 審 査 経 過 ,
実行にあたっての手続経過 を公開すること｡
6.国際交流の予算要求の窓口が学坂に一本化 され た こ と は ｢学 振 改 組 案 ｣ が
学術会議の役割 を軽視 し,･学術振興の体制一本化 と 官 僚 統 制 の 危 険 性 を も つ
ものであることを感 じさせる.
7.研究者 は恒 にこういう動 きに注意 し,間違った方向を正 し て い く 努 力 を し
なければならない.
































































































所長は2年毎に checkL,重任 してもよいが,一期 は勤めあげるべきだ｡基研
の所員は皆その心がけが必要で,助手の場合でも着任 してす ぐどこかに行 くよ
うなことはよくない｡
宮沢 A, Bという話はやめて具体的な人事を進めるべきだ.所長の Position 七 し
宮沢
山呈夫





























基研に寄せる期待は大きい.創立 20年のうちに果 してきた役割は定着 してき
ている｡
A案の frameの中でB的なものも考えうる｡Aの方が flexibility が大きい.
金田 松本さんを suppert する.所長によって運営方法が変っては困る｡誰がなっ
も日本の基研,世界の基研でなければならない｡





















玉垣 公募するか否かが重要なこと.形 としてはどちらも任期 2年の所長ということ.
公募の形をとり,その中にどれくらいの巾をもたせるかということではないかO

































組織助手は3年の任期 で . 重任 もありうるとい うことになってお り,組織助手
制度をどうするか も 含 め て議論 してきた.来年 3月末が Check point なので
議論してほしい.
組織助手には,事 務 室 の業務と研究者の仕事の間にある仕事 をやってもらうと
いうことであ り. 研 究 グループが直面している｡むずかしい問題ととりくんで
もらうことも期 待 さ れていた｡しかし, 16年間の歴代組織助手をみると,覗
実のいそがしさ も あ って必ずしも当初のねらい通 りにはいかなかった面もあるQ
問題を一年先 に の ばして,その間に組織助手の役割について研究部員会議が議









































































大槻 今年度は運使値上げ, 20同年 と特殊な条件が重なった｡
沢田 後期の研究計画には枠が窮屈だというのではっきりした議論なしに一律に削ら
れたものがあるので,そういうものに補充してはどうか｡
大槻 確かに覇屈な枠だったが,す でに実施されたものもあ り.又,その枠の中で議



















































小沼 案はまだ preliminaryだが,意味は, title だけでは内容がわからないが,




換 をみると, DESYでは SL｣ACから入手 した リス トにあって, DESYにな
い文献のmicrnficheをSIJACからとりよせている｡現在,年間DESY で





















































































































を尊重 しながら連合 して大学院博士課程の教育を行 う∩ また大学附置,共同
利用研究所設置趣旨に沿 うて大学院博士甥程の教育 を行 うようにするb
又,科研費の中の計算費使用料は貢祝されていない.これだけ大型計算機が





































補助になるべきだとい うことになる.若 し実現すれば本年度 276万円の補助
が, 2000万円のレベルにふえることになる. 〔Progressの年間予算
4000万円強 ),そ うなればいろいろのことができるチャンスが生ずるので,








第 61 回 運 営 委 員 会 議 事 録
1973年 10月 31日 午后6時一
於 基研コロキウム室
議 長 牧 二郎
出席者 湯川秀樹,田中 -,中嶋貞雄,山口嘉夫,久保亮五,小川修三,
高木修二,町田 茂,玉垣良三,松原武生,位田正邦,川崎恭治1
年席者 金森順次郎,松田博嗣,大貫義郎 〔外国出張中 )
議 題 次期所長選考方法について
議論したが結論が出ず,研究部員会議の意見を聞くことになった｡
し研究部員会諌 養親 4の議事録参照 )
1973年 11月2臥 午前10時-
於 コロキウム室
議 長 牧 二郎
出席者 湯川秀樹,田中 -,中嶋貞雄,山口寡夫,金森順次郎,小川修三,
高木修二,町田 茂,玉垣良三,松原武生,位田正邦, 川崎恭治.























































































小林正典 (岐阜大 教育 )
滞在時期 t本人の希望 ) 予算 (決定 )
12月-1月と3月 1ケ月
An off-mass-shellcontinuationofHigh-SpinPropagaturs
東崎昭弘 (信州大 繊維 ) 2月, 3月
12C-12C 相互作用の微視的記述
日高啓晶 【東大 理 Dl) 3月
包含反応における triple-Regge分析について
白石雅博 (東工大 理 Dl)
高エネルギー物理学
山田知司 【九大 工 応理 )
臨界点近傍における非線型輸送現象
江夏 弘 (立命館大 理工 )
素粒子の時空構造と関連した内部波動函数
木下東一郎 (東大 外国人研究員 )
場の理論
















森田克貞 (名大 理 )





受入れ側 (富山大 文理 )
EarlyScalingと Scalingの破れについて
なお研究情報センターの Reviewの構想のために素粒子関係,物性関係から1名ずっ来


























共同利用研 ということに十分な理解が得 られに くい場合には,助手という身分が意味)
を持っことはありうる.





























研究者 との間に未来いかなる差別 ･格差も設けられてはならないのは明 らかであり,













昭和 47年度 共 同利用 計算 費使用 実 績
研 ､究 課 題 研究苦随喜会議決定予算額 支 出 額 残 ■額 使周者〔使絹センター )
長期 円 116,65352043072104.25121908741, 9 183,347△ 704307896_～487812505326025 9 プこー坪 久夫 (京大 )･弱い相互作用 と核構造モレ 300,0002518 -2 25141,8 香村 俊武 東 .堀内 直代 '鳴海. 元 九小川 泰
融解現象の計算機実験 岡太 寿夫 t'九大 )
短期 上田 顕 (京大 )
融解現象とその周辺痩 樋渡 保秋 (京大 )種村 正美 .市 孝雄 し垣谷 俊昭
自己組織 .自己制御系 _相沢 洋一 月ヒ大 )
の統計物理学とその間 大和田勝久 (九大 )
一辺 清水 博 し九大 ).
モレ 若井 正道 (京大 )
重イオン核反応 吉田 弘 し阪大 )
モレ 酒井 .源樹 (北大 )
3.4体問題と核カモレ 片山 敏之 りヒ大 )赤石 義紀 (北
PionJ iondynamics 渡辺 敬二 (名大 )
に基づく低エネ′レギー核子-核子散乱モレ多重発生現象の粒子発生機構を明らかにする研究 金田 博行 '(名大 )野 二次男 九岡部 成広 北





流 動 研 究 員 等 審 査 会 委 員 一 覧
戟 3
昭和 48年 10月4日
系 別 旧 香 員 新 委 員
人文社会系 伊藤 正 己 東大(法 )教授 症 -学 ○林 良 平 京大 (法 )教授 民 事 法学 姦曇壷芸術交
′′ 板 垣 与 一一一楠大(鍾 )教授 経 済 学 ○青 木 茂 男 早大 (商)教授 商 .経営学 会 員
′ 益井 重夫 国立教育研部長 教 育 学 八 木 晃 東大(文 )教授 心 理 学
数 物 系 五 弓勇 雄 東大(工)教授 金属 工学 会 員 ○石原 藤次郎 京大 名誉教授 土 木 工学 嘉島 讃 交
′ 立 見辰 雄 東大(理 )教授 地 質 学 吉 田 耕 作 学習院大(理 )教授 数 .学 上
化 学 系 長 倉 三 郎 東大 (物性研)教授 化 学 会 員 ○由 中 信 行 東北大(鍾 )教皮 化 学 孟夏遥 術交
′ 蒲 田久輝 京大(農)教授 栄養 化学 柴 田 承 二 東大(轟 )教授 薬 学





























坂 東 弘 治
藤 田 純 一
鈴 木 増 雄
長 岡 洋 介
杉 本 大一郎
松 田 卓 也
Ⅴ総合討論 湯 川 秀 樹 ほか
第二部 基研をめぐる研究体制についてのシンポジウム
Ⅵ.国際交流と学術情報
(1)国際交流について 牧 二 郎








(連絡先 〒606 京都市左京区北白川京都大学 基礎物理学研究所 共同利用事務所)
(基研 片 岡 童 子 )
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した｡その結果,心配 したような購読打切 りもほとんどなく,すべて現状維持ムー ドで
すoこのように破局はまぬがれたもののまだ,パンチ力不足の感 じですから,今年は,
良い意味での破局をこえて,多 くの人がこぞって読むような雑誌にするのが初夢です｡
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